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令和４年第２回定例会議決結果

全会一致の議案等

案　　　件　　　名 結果

専決処分の承認を求めることについて（岩出市国民健康保険税条例の一部改正） 承認

専決処分の承認を求めることについて（岩出市税条例等の一部改正） 承認

専決処分の承認を求めることについて（岩出市都市計画税条例の一部改正） 承認

専決処分の承認を求めることについて（岩出市地方活力向上地域における固定資産税の特例措置
に関する条例の一部改正 )

承認

専決処分の承認を求めることについて（岩出市半島振興対策実施地域における固定資産税の特例
措置に関する条例の一部改正 )

承認

専決処分の承認を求めることについて（令和３年度岩出市一般会計補正予算第９号） 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和３年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算第４号） 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和３年度岩出市介護保険特別会計補正予算第５号） 承認

岩出市議会議員及び岩出市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正について 可決

岩出市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会条例の一部改正について 可決

岩出市国民健康保険税条例の一部改正について 可決

岩出市行政財産使用料条例の一部改正について 可決

岩出市介護保険条例の一部改正について 可決

令和４年度岩出市一般会計補正予算（第１号） 可決

令和４年度岩出市水道事業会計補正予算（第１号） 可決

令和４年度岩出市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決

市道路線の認定について 認定

岩出市固定資産評価審査委員会委員の選任について　（堀
ほり

口
ぐち

　健
けん

三
ぞう

　氏） 同意

岩出市固定資産評価審査委員会委員の選任について　（瀧
たき

川
がわ

　秀
ひで

樹
き

　氏） 同意

人権擁護委員候補者の推薦について　（橋
はし

本
もと

　眞
ま

由
ゆ

美
み

　氏） 適任

人権擁護委員候補者の推薦について　（家
いえ

原
はら

　護
まもる

　氏） 適任

人権擁護委員候補者の推薦について　（田
た

宮
みや

　ふみ子
こ

　氏） 適任

人権擁護委員候補者の推薦について　（宮
みや

本
もと

　芳
よし

子
こ

　氏） 適任

※案件名は、正式議案名ではありません。
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福
ふく

岡
おか

進
しん

二
じ

　議員 4ページ

◎広報無線放送について

◎ゼロカーボンシティについて

◎物価高に伴う問題点について

玉
たま

田
だ

隆
たか

紀
のり

　議員 5ページ

◎所有者不明土地と空き家対策について

◎管理不全土地対策について

◎用水路管理について

◎原油価格・物価高騰等総合緊急対策について

大
おお

上
うえ

正
まさ

春
はる

　議員 6ページ

◎継続検査用の軽自動車納税証明について

◎高齢者肺炎球菌ワクチン接種について

◎観光地にドッグランを

奥
おく

田
だ

富
と

代
よ

子
こ

　議員 7ページ

◎防災行政無線について

◎ごみ減量対策について

◎熱中症対策について

◎尿漏れパッドの処理について

市
いち

來
き

利
り

恵
え

　議員 8ページ

◎パートナーシップ制度について

◎低出生体重児ケアについて

◎子ども医療費の無料化実施を

尾
お

和
わ

正
まさ

之
ゆき

　議員 9ページ

◎空き家問題について

◎運動施設の充実について

６名の議員が市政を問う

＊　質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを各議員の責任のもとに掲載しました。

＊　内容等については、質問者にお問い合わせください。

一 般 質 問

一般質問項目の事前公表　一般質問の質問者・項目は、事前にウェブサイトで公表しています。

令和４年第２回定例会（６月議会）
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戸
別
受
信
機
の

　
　
　
　

設
置
に
向
け
て

に
進
め
て
い
く
。

答　

弁　

総
務
部
長

②
一
般
的
な
モ
デ
ル
で
、
本

体
１
台
当
た
り
約
３
万
円
が

見
込
ま
れ
る
。

な
お
、
電
波
の
受
信
状
況

に
よ
り
、
外
部
ア
ン
テ
ナ
を

要
す
る
場
合
は
、
約
６
万
円

の
設
置
費
用
が
必
要
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

に
つ
い
て

質　

問

①
現
在
、
地
域
脱
炭
素
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
示
さ
れ
て
い
る

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
状

況
は
。

②
本
市
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
は
。

答　

弁　

市
長

①
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

岩
出
中
学
校
、
岩
出
第
二
中

学
校
、
さ
ぎ
の
せ
公
園
、
サ

ン
ホ
ー
ル
の
５
施
設
に
設
置
。

②
今
後
も
、
国
や
県
内
市
町

村
の
取
組
状
況
を
注
視
し
、

本
市
の
現
状
に
見
合
っ
た
取

組
、
政
策
が
重
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
調
査
・

研
究
を
重
ね
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

物
価
高
に
伴
う
問
題
点

に
つ
い
て

質　

問

①
市
財
政
へ
の
影
響
は
。

②
今
後
の
学
校
給
食
費
の
改

定
は
。

答　

弁　

市
長

①
物
価
及
び
原
油
価
格
高
騰

に
伴
い
、
市
政
運
営
の
多
岐

に
わ
た
り
、
影
響
を
被
り
つ

つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
、
引
き
続
き
経
済

状
況
の
動
向
に
注
視
し
、
本

市
に
お
け
る
影
響
を
見
極
め
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
こ
れ
ま
で
努
め
て
き
た
経

常
経
費
の
削
減
及
び
自
主
財

源
の
確
保
に
一
層
努
め
対
応

す
る
。
対
応
し
か
ね
る
場
合

は
、
補
正
予
算
に
よ
る
対
応

も
視
野
に
入
れ
、
財
政
運
営

に
努
め
て
い
く
。

答　

弁　

教
育
長

②
令
和
４
年
度
の
学
校
給
食

費
の
改
定
は
考
え
て
い
な
い
。

令
和
５
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

に
係
る
前
提
条
件
が
整
わ
な

け
れ
ば
、
学
校
給
食
法
の
規

定
に
基
づ
き
学
校
給
食
費
の

値
上
げ
も
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

再　

質　

問

国
の
交
付
金
を
学
校
給
食

費
に
活
用
で
き
る
の
か
。

答　

弁　

教
育
長

令
和
４
年
度
の
学
校
給
食

費
に
つ
い
て
は
、
交
付
金
を

活
用
し
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
に
努
め
て
い
く
。　

広
報
無
線
放
送
が
必
要
と

な
る
の
は
、
特
に
台
風
の
避

難
勧
告
等
の
発
令
時
で
あ
り
、

非
常
に
大
事
な
広
報
で
あ
る
。

全
国
の
市
町
村
の
一
部
で

は
、
戸
別
受
信
機
を
無
償
で

貸
し
出
し
て
お
り
、
そ
の
状

況
は
、
家
の
中
で
ラ
ジ
オ
を

聴
く
よ
う
な
感
覚
で
あ
る
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。

質　

問

①
災
害
弱
者
等
、
希
望
者
に

対
し
て
の
戸
別
受
信
機
設
置

は
。

②
戸
別
受
信
機
１
台
当
た
り

の
設
置
費
用
は
。

答　

弁　

市
長

①
緊
急
時
に
は
、
素
早
く
情

報
を
お
伝
え
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
戸
別
受
信
機

の
設
置
が
大
変
有
効
で
あ
る

と
考
え
、
今
後
、
必
要
と
す

る
家
庭
へ
の
設
置
を
前
向
き

福
ふく

岡
おか

　進
しん

二
じ

 議員
（ネット岩出）
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②
国
が
設
置
す
る
所
有
者
不

明
土
地
対
策
連
携
協
議
会
に
、

県
を
通
じ
て
助
言
や
援
助
を

受
け
、
必
要
に
応
じ
て
市
に

所
有
者
不
明
土
地
対
策
協
議

会
を
設
置
す
る
。
様
々
な
意

見
・
要
望
が
あ
り
、
国
・
県

の
対
応
を
待
た
ず
と
も
、
市

独
自
で
対
応
施
策
が
取
れ
な

い
も
の
か
検
討
中
で
あ
る
。

管
理
不
全
土
地
対
策
は

質　

問

①
対
策
及
び
被
害
、
要
望
は
。

②
通
学
路
の
対
策
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
条
例
に
基
づ
き
、
対
象
土

地
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

に
対
し
、
文
書
通
知
や
面
談

に
よ
り
事
情
聴
取
し
、
解
決

に
向
け
た
助
言
や
指
導
を
行

っ
て
い
る
。

被
害
は
、
害
虫
や
花
粉
に

よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
被
害
が
多

く
、
要
望
件
数
101
件
・
解
決

件
数
８６
件
（
雑
草
等
の
除
去

達
成
率
８５
％
）。

②
草
木
等
の
繁
茂
が
影
響
す

る
危
険
か
ら
児
童
生
徒
を
守

る
た
め
、
所
有
者
ま
た
は
管

理
者
に
対
し
文
書
通
知
や
面

談
を
行
い
、
助
言
や
指
導
に

努
め
る
と
と
も
に
、
教
育
委

員
会
や
農
業
委
員
会
な
ど
関

係
部
局
と
情
報
を
共
有
し
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

用
水
路
管
理
に
つ
い
て

質　

問

①
住
宅
地
周
辺
の
用
水
路
管

理
状
況
は
。

②
高
齢
化
に
よ
る
今
後
の
対

策
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
公
共
的
財
産
で
あ
る
地
域

の
用
水
路
等
の
日
常
管
理
は
、

管
理
協
定
の
有
無
を
問
わ
ず
、

地
域
全
員
が
一
体
と
な
り
、

地
域
美
化
の
一
環
と
し
て
清

掃
及
び
泥
上
げ
な
ど
の
維
持

所
有
者
不
明
土
地
と
空
き

家
対
策
に
つ
い
て

質　

問

①
現
状
と
苦
情
及
び
要
望
は
。

②
協
議
会
設
置
と
今
後
の
対

策
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
市
の
空
き
家
問
題
は
、
他

の
過
疎
地
域
等
の
事
例
と
は

異
な
り
、
旧
集
落
内
の
古
い

建
築
物
だ
け
で
は
な
く
、
分

譲
地
内
で
の
空
き
家
が
増
え

て
い
る
。

苦
情
・
要
望
は
、
草
木
の

繁
茂
や
害
虫
発
生
が
大
半
で
、

倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
建
築

物
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。

管
理
を
依
頼
し
て
い
る
。

②
今
後
も
区
自
治
会
活
動
の

一
環
と
し
た
対
応
を
依
頼
し

て
い
く
。

水
路
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、

優
先
順
位
を
判
断
し
、
予
算

の
範
囲
内
で
順
次
実
施
。

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等

総
合
緊
急
対
策
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
国
で
は
、

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応

分
の
交
付
金
が
創
設
さ
れ
た
。

生
活
に
困
窮
す
る
方
々
の

生
活
支
援
、
学
校
給
食
費
等

の
負
担
軽
減
や
子
育
て
世
帯

の
支
援
、
水
道
料
金
を
は
じ

め
公
共
料
金
の
負
担
軽
減
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
が
。

質　

問
市
の
事
業
計
画
・
事
業
内

容
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

本
市
に
お
け
る
交
付
限
度

額
は
１
億
９
千
１２７
万
９
千
円
。

国
か
ら
も
早
期
の
事
業
実

施
の
要
請
が
あ
り
、
市
と
し

て
も
可
能
な
限
り
速
や
か
に

検
討
を
進
め
、
早
期
に
事
業

実
施
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

　暮らしの安全安心
玉
たま

田
だ

　隆
たか

紀
のり

 議員
（公明党議員団）
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質　

問

①
全
国
、
和
歌
山
県
、
岩
出

市
そ
れ
ぞ
れ
の
軽
自
動
車
と

普
通
自
動
車
の
保
有
台
数
は
。

②
納
税
証
明
書
発
行
の
申
請

件
数
の
内
訳
は
。

③
窓
口
対
応
時
間
は
。

④
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
向
け
て
。

答　

弁　

総
務
部
長

③
申
請
か
ら
証
明
書
発
行
ま

で
約
５
分
程
度
。

④
車
検
更
新
時
に
軽
自
動
車

検
査
協
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

納
税
確
認
が
行
え
る
「
軽
自

動
車
Ｊジ

Ｎン

Ｋク

Ｓス

」
が
、
令
和

５
年
１
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
す

る
。
車
検
時
に
納
税
証
明
書

の
提
示
が
原
則
不
要
。
市
と

し
て
も
納
税
証
明
書
発
行
の

窓
口
業
務
の
軽
減
が
図
れ
る
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て

質　

問

①
接
種
の
必
要
性
に
つ
い
て

市
の
考
え
は
。

②
２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
の
違

い
と
交
互
接
種
に
つ
い
て
。

③
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

の
市
の
補
助
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
定
期
接
種
で
使
用
さ
れ
る

ワ
ク
チ
ン
は
、
肺
炎
球
菌
感

染
症
原
因
の
約
６
割
か
ら
７

割
を
占
め
る
と
さ
れ
る
肺
炎

球
菌
の
血
清
型
に
効
果
が
あ

り
、
肺
炎
リ
ス
ク
の
高
い
高

齢
者
に
は
予
防
に
有
効
。

②
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
使
用
す
る
23
価
ワ

ク
チ
ン
と
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
使
用
す

る
13
価
ワ
ク
チ
ン
の
２
種
類
。

13
価
ワ
ク
チ
ン
は
高
齢
者
の

定
期
接
種
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
な
い
た
め
医
師
の
判
断

で
任
意
接
種
と
な
る
。

③
本
市
委
託
の
医
療
機
関
で

の
接
種
で
は
、
自
己
負
担
額

の
３
，０
０
０
円
を
除
い
た
金

額
を
市
が
助
成
。
た
だ
し
、

助
成
は
定
期
接
種
時
の
一
人

１
回
の
み
。

観
光
地
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
を

質　

問

①
和
歌
山
県
内
及
び
岩
出
市

内
の
犬
の
登
録
頭
数
は
。

②
全
国
に
あ
る
ド
ッ
グ
ラ
ン

の
数
は
。
そ
の
う
ち
県
内
で

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

③
改
修
中
の
東
公
園
や
、
大

宮
緑
地
総
合
運
動
公
園
に

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
計
画
は
。

④
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
併
設
し
た

観
光
事
業
の
展
開
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
県
内
で
４
８
，０
０
２
頭
、

岩
出
市
内
で
２
，８
５
１
頭
の

登
録
が
あ
る
。

②
全
国
の
数
は
、
登
録
義
務

が
な
い
た
め
把
握
し
て
い
な

い
。
和
歌
山
市
に
は
、
紀
の

川
第
１
緑
地
と
道
の
駅
四
季

の
郷
公
園
の
２
か
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

答　

弁　

総
務
部
長

③
現
在
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
整

備
す
る
計
画
は
な
い
。

答　

弁　

事
業
部
長

④
本
市
の
観
光
地
で
あ
る
根

来
周
辺
で
は
、
根
来
寺
を
は

じ
め
、
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み

が
禁
止
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
併
設
の
考
え

は
な
い
。

継続検査時の
納税証明不要に

大
おお

上
うえ

　正
まさ

春
はる

 議員
（公明党議員団）

納税証明書と車検証

ドッグラン

①保有台数 (台 )

普通自動車 軽自動車

全国 47,134,149 33,606,330

和歌山県 330,851 418,966

岩出市 18,340 21,363

※ R4.2 末現在（岩出市は R4.4.1 現在）

②納税証明書申請件数 (件 )

本人 代理人 郵便

令和元年度 568 1,707 42

令和 2年度 609 1,572 47

令和 3年度 664 1,652 60

いわで議会だより − ６ −いわで議会だより



③
本
年
度
中
に
ラ
イ
ン
に
よ

る
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
を
整

備
す
る
予
定
。

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て　

熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
暑
さ
指
数
を
知
り
、

環
境
や
体
を
冷
や
す
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。

質　

問

①
熱
中
症
に
な
っ
た
児
童
生

徒
の
人
数
は
。

②
ど
の
よ
う
な
熱
中
症
対
策

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ

た
児
童
生
徒
は
、
過
去
５
年

間
で
一
人
も
い
な
い
。
熱
中

症
の
初
期
症
状
で
保
健
室
を

利
用
し
た
児
童
生
徒
数
は
、

令
和
３
年
度
に
137
名
。
本
年

度
は
６
月
10
日
現
在
で
41
名
。

い
ず
れ
の
児
童
生
徒
も
軽
症

で
、
翌
日
に
は
回
復
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
市
内
６7
局
の
屋
外
拡
声
子

局
で
放
送
を
行
っ
て
い
る
。

②
令
和
２
年
に
デ
ジ
タ
ル
化

整
備
が
完
了
。
文
字
入
力
に

よ
る
機
械
音
声
で
の
放
送
を

実
施
。
放
送
内
容
の
聞
き
取

り
や
す
さ
の
改
善
に
努
め
て

い
る
。

②
職
員
会
議
等
に
お
い
て
管

理
職
等
が
中
心
と
な
り
熱
中

症
予
防
の
研
修
を
実
施
。

各
小
中
学
校
に
、
暑
さ
指

数
が
計
測
で
き
る
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ

計
を

配
付
。
体
育
館
に
は
警
戒
度

に
合
わ
せ
て
色
分
け
さ
れ
た

温
度
計
を
設
置
し
、
熱
中
症

の
危
険
度
を
見
え
る
化
。
児

童
生
徒
は
、
お
茶
だ
け
で
な

く
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の

持
参
も
可
能
。
中
学
校
に
は

自
動
販
売
機
も
設
置
。
今
後
、

各
学
校
に
冷
水
機
の
設
置
を

進
め
る
。
体
育
の
授
業
、
運

動
部
の
活
動
中
、
登
下
校
時

は
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
指
導
。

尿
漏
れ
パ
ッ
ド
の
処
理
に

つ
い
て

今
や
、
日
本
人
の
二
人
に

一
人
は
が
ん
に
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
前
立
腺
が
ん
、

膀
胱
が
ん
の
治
療
後
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
も
の
の
一
つ

に
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
が
あ
る
。

日
本
ト
イ
レ
協
会
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
パ
ッ
ド
や
お

む
つ
を
使
っ
て
い
る
男
性
の

７
割
の
人
が
捨
て
る
場
所
が

な
く
て
困
っ
た
と
回
答
し
て

い
る
。

質　

問

①
公
共
ト
イ
レ
の
男
性
用
個

室
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
状
況
は
。

②
設
置
を
進
め
る
自
治
体
も

あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
設
置
し
て
い
る
の
は
、
根

来
地
区
公
民
館
、
岩
出
市
火

葬
場
、
根
来
さ
く
ら
の
里
、

さ
ぎ
の
せ
公
園
の
４
か
所
。

②
こ
れ
ま
で
設
置
要
望
が
な

か
っ
た
た
め
、
設
置
の
統
一

を
図
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
、

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

今
後
は
設
置
に
向
け
検
討
し

て
い
く
。

防
災
無
線
の
情
報
を

　
　
　
　
　
　

ラ
イ
ン
で

災
害
か
ら
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
防
災
・
減
災
へ
の

備
え
は
重
要
課
題
で
あ
る
。

災
害
関
連
情
報
を
い
か
に
正

確
に
伝
え
る
か
が
鍵
で
あ
る
。

防
災
無
線
が
聞
こ
え
に
く

い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
。

質　

問

①
市
内
に
防
災
無
線
の
ス
ピ

ー
カ
ー
（
屋
外
拡
声
子
局
）

は
何
か
所
あ
る
の
か
。

②
聞
こ
え
に
く
さ
へ
の
対
応

は
。

③
ラ
イ
ン
で
情
報
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
か
。

奥
おく

田
だ

　富
と

代
よ

子
こ

 議員
（公明党議員団）

※WBGT=暑さ指数
　Wet Bulb Globe Temperatureの略

いわで議会だよりいわで議会だより− 7 −



子
ど
も
医
療
費

　
　
　
　

無
料
化
実
施
を

に
な
る
た
め
の
一
歩
に
な
る

も
の
と
考
え
る
。

質　

問
導
入
へ
の
市
長
の
考
え
は
。

答　

弁　

市
長

近
年
、
こ
の
制
度
を
導
入

す
る
自
治
体
が
増
え
つ
つ
あ

る
が
、
法
的
根
拠
が
な
い
中

で
の
制
度
で
あ
り
、
法
的
保

護
を
受
け
る
た
め
に
も
、
国

が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。国

へ
の
要
望
を
行
い
、
現

在
、
検
討
す
る
べ
き
課
題
と

し
て
捉
え
て
い
る
。

子
供
の
医
療
費
無
料
化
は
、

対
象
年
齢
を
18
歳
に
ま
で
引

き
上
げ
て
実
施
す
る
自
治
体

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
域

間
格
差
は
広
が
る
ば
か
り
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
願
い
は
、

せ
め
て
近
隣
市
町
村
並
み
の

実
施
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

今
回
、
物
価
高
騰
か
ら
経

済
的
脆
弱
な
子
育
て
世
代
を

守
る
手
だ
て
と
し
て
、
子
供

の
医
療
費
の
無
料
化
を
提
案

す
る
。

質　

問
内
閣
府
の
子
育
て
費
用
に

関
す
る
調
査
で
は
、
小
中
学

生
の
食
費
の
比
重
が
高
く
、

ゼ
ロ
歳
の
食
費
は
年
間
約
11

万
円
だ
が
、
中
学
生
で
は
約

36
万
円
と
３
倍
で
あ
る
。

突
然
必
要
と
な
る
医
療
費

の
負
担
、
子
供
に
我
慢
を
さ

－
8
－

せ
ず
、
安
心
し
て
医
療
機
関

に
か
か
れ
る
よ
う
今
こ
そ
無

料
化
を
求
め
る
。

答　

弁　

市
長

子
供
を
取
り
巻
く
方
々
に
、

子
供
の
健
康
に
対
す
る
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

現
行
の
制
度
で
推
進
し
て

い
く
。

再　

質　

問

実
施
す
る
の
に
あ
と
２
千

万
円
。
岩
出
市
よ
り
も
財
政

が
厳
し
い
と
こ
ろ
で
も
実
施

し
て
い
る
。
い
つ
ま
で
国
の

制
度
化
を
待
つ
の
か
。
し
っ

か
り
と
子
供
た
ち
を
守
る
と

い
う
視
点
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
。
市
長
の
決
断
、
判
断

を
。

答　

弁　

副
市
長

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
へ

の
ご
意
見
は
承
知
し
て
い
る
。

一
方
、
他
の
各
施
策
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
こ
と
の
な

い
よ
う
、
多
く
の
市
民
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

現
在
、
子
ど
も
医
療
費
無

料
化
の
拡
充
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　

制
度　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

は
、
同
性
同
士
の
婚
姻
が
法

的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
日

本
で
、
自
治
体
が
独
自
に
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
、

結
婚
に
相
当
す
る
関
係
と
す

る
証
明
書
を
発
行
す
る
な
ど
、

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
的

配
慮
を
受
け
や
す
く
す
る
制

度
で
あ
る
。

導
入
自
治
体
数
が
218
自
治

体
、
人
口
カ
バ
ー
率
52.6
％
と

な
っ
て
い
る
。

和
歌
山
県
橋
本
市
も
、
県

内
の
自
治
体
で
初
め
て
と
な

る
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

宣
誓
の
証
明
を
、
今
年
10
月

か
ら
導
入
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当

事
者
の
生
活
利
便
性
を
向
上

さ
せ
、
ま
た
、
当
事
者
が
自

分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う

市
いち

來
き

　利
り

恵
え

 議員
（日本共産党議員団）

持続可能な開発目標
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子
供
の
医
療
費
無
料
化
は
、

対
象
年
齢
を
18
歳
に
ま
で
引

き
上
げ
て
実
施
す
る
自
治
体

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
域

間
格
差
は
広
が
る
ば
か
り
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
願
い
は
、

せ
め
て
近
隣
市
町
村
並
み
の

実
施
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

今
回
、
物
価
高
騰
か
ら
経

済
的
脆
弱
な
子
育
て
世
代
を

守
る
手
だ
て
と
し
て
、
子
供

の
医
療
費
の
無
料
化
を
提
案

す
る
。

質　

問
内
閣
府
の
子
育
て
費
用
に

関
す
る
調
査
で
は
、
小
中
学

生
の
食
費
の
比
重
が
高
く
、

ゼ
ロ
歳
の
食
費
は
年
間
約
11

万
円
だ
が
、
中
学
生
で
は
約

36
万
円
と
３
倍
で
あ
る
。

突
然
必
要
と
な
る
医
療
費

の
負
担
、
子
供
に
我
慢
を
さ

－
8
－

画
期
的
な
先
進
自
治
体
の

事
例
で
は
、
空
き
家
を
負
の

遺
産
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く

り
の
資
産
と
捉
え
、
人
口
対

策
、
観
光
、
経
済
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
る
。

質　

問
空
き
家
問
題
に
つ
い
て

①
本
市
の
現
状
認
識
及
び
見

解
は
。

②
今
ま
で
の
対
策
と
今
後
の

対
策
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
総
務
省
実
施
の
平
成
30
年

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
で
の

全
国
の
空
き
家
率
は
住
宅
全

体
の
13.６
％
（
過
去
20
年
で
約

1.５
倍
増
）。
本
市
の
空
き
家

率
は
12.1
％
（
県
内
の
空
き
家

率
20.3
％
）
本
市
で
も
近
年
の

人
口
動
向
や
高
齢
化
の
進
展

等
か
ら
、
未
利
用
住
宅
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
将
来
的
な

問
題
も
含
め
、
重
要
な
行
政

課
題
と
捉
え
て
い
る
。

②
平
成
27
年
に
「
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
の
施
行
を
受
け
「
岩

出
市
空
家
等
対
策
計
画
」
を

策
定
し
、
現
地
確
認
な
ど
の

調
査
後
、
所
有
者
等
に
問
題

改
善
や
適
正
管
理
の
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
３

年
度
末
時
点
で
の
相
談
等
は
、

73
件
（
内
改
善
済
40
件
）。

現
段
階
で
具
体
的
な
施
策

は
示
せ
な
い
が
、
法
の
厳
格

運
用
も
視
野
に
入
れ
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
。

再　

質　

問

前
も
っ
て
の
対
策
の
必
要

性
か
ら
、
市
内
の
空
き
家
状

況
を
把
握
す
る
た
め
、
市
独

自
の
状
況
調
査
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

令
和
元
年
度
以
降
、
上
水

道
給
水
中
止
情
報
に
基
づ
く

空
き
家
状
況
調
査
を
実
施
中
。

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
し
た
運
動
施
設
の

充
実
を

今
日
、
多
様
化
す
る
ス
ポ

ー
ツ
競
技
で
、
特
に
競
技
者

が
急
増
し
て
い
る
の
が
、
ス

ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

こ
れ
は
都
市
型
ス
ポ
ー
ツ

の
こ
と
で
、
競
技
場
な
ど
で

は
な
く
、
広
場
や
ス
ト
リ
ー

ト
と
い
っ
た
日
常
で
目
に
し

て
い
る
場
所
で
楽
し
む
競
技

で
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

注
目
さ
れ
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
な
ど
Ｂ
Ｍ
Ｘ
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
及
び
ス
ト
リ

ー
ト
バ
ス
ケ
等
、
多
岐
に
わ

た
る
。

質　

問

①
現
在
ま
で
の
市
民
か
ら
の

要
望
と
件
数
は
。

②
本
市
の
今
後
の
取
組
は
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
過
去
５
年
間
、
市
政
懇
談

会
で
出
さ
れ
た
運
動
施
設
の

要
望
は
２
件
あ
り
、
市
民
プ

ー
ル
に
温
水
プ
ー
ル
と
お
風

呂
、
室
内
プ
ー
ル
併
用
の
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
の
設
置
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
実

施
し
た
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
な
ど
５
件
の
設
置

の
要
望
が
あ
っ
た
。

②
市
民
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
、
総
合
的
に
判
断
し
な

が
ら
整
備
を
進
め
て
い
く
。

再　

質　

問

市
民
の
ニ
ー
ズ
を
今
後
、

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
く

の
か
。

答　

弁　

教
育
部
長

市
政
懇
談
会
や
各
種
計
画

の
策
定
時
や
見
直
し
時
に
実

施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
意
見
箱
等
で
把

握
し
て
い
く
。

空家問題と
アーバンスポーツ

尾
お

和
わ

　正
まさ

之
ゆき

 議員
（郁青青クラブ）

わかやまスケートパーク（和歌山市雑賀崎）
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山
崎
北
小
学
校　

６
年　

岸き
し

裏う
ら　

結ゆ

衣い 

さ
ん

私
は
、
岩
出
市
の
水
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ
が

好
き
で
す
。
み
ん
な
の
協
力
で
、
き
れ
い
な
水

質
が
保
た
れ
て
い
る
と
ニ
ュ
ー
ス
で
知
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
岩
出
市
の
自
然
を

守
ろ
う
と
す
る
活
動
に
心
を
惹
か
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
、
地
域

の
水
路
掃
除
に
参
加
し
ま
し
た
。

水
路
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
や
、
泥
、
枯
れ
葉
が
た
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
掃
除
を
し
た
後
、
と
て
も
水
が
き
れ
い
に
な
っ
て
心
も
き

れ
い
に
な
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
身
近
に
で
き
る
自
然
を
守
る
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

根
来
小
学
校　

６
年　

明あ
け

渡ど　

遥
は
る
か 

さ
ん

岩
出
市
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
私

た
ち
の
学
校
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
地
域
の

方
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
私
は
、
そ
の
よ
う

な
岩
出
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
く
れ
る
み
な
さ
ん
に
、
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
登
下

校
を
見
守
っ
て
く
れ
た
り
、
昔
遊
び
を
一
緒
に
し
て
く
れ
た
り
、
地

域
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
ふ
れ
合
え
る
時
間
が
た
く

さ
ん
増
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

岩出市議会ウェブサイト
https://www.city.iwade.lg.jp/gikai/

※携帯電話・スマートフォンなどの バー
コードリーダーで読み取ると、議会
ウェブサイトにアクセスできます。 QRコード

発
行
／
岩
出
市
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
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９
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和
歌
山
県
岩
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市
西
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☎
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Email

：gikai@c
ity.iwade

.lg.jp

い
わ
で
議
会
だ
よ
り
65
号

2022
９月

「手に取って 読みたくなる議会だより」を目標に紙面づくりに取り組んでいます

委員長 田中宏幸　副委員長 市來利恵　委員 梅田哲也　奥田富代子　尾和正之　福岡進二

岩出市議会広報常任委員会

●第３回定例会（９月議会）日程
午前9時30分から

 8月30日（火） 行政報告･議案説明

9月 5日（月） 質疑・委員会付託

13日（火） 討論・採決

15日（木） 一般質問

16日（金） 一般質問

★ 令和４年第３回定例会（９月）の本会議開催予定日は、次のとおりです。
　  傍聴される方は、手指消毒やマスク着用等の基本的な感染症対策にご協力をお願いします。
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